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(57)【要約】
【課題】溶接することなく躯体と枠を固定できる開口建
具を提供する。
【解決手段】本発明にかかる開口建材１は、枠３ｃに固
定した枠側固定具４７と、躯体６ｃに固定した躯体側固
定具４９を備え、枠側固定具４７は垂直軸回りに回動自
在で且つ上下動自在な連結プレート５９を有し、躯体側
固定具４９は連結プレート５９に当接する連結プレート
当接面６５ａを有し、連結プレート５９と躯体側固定具
４９の連結プレート当接面６５ａとを接着固定してある
。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　枠に固定した枠側固定具と、躯体に固定した躯体側固定具を備え、枠側固定具は垂直軸
回りに回動自在で且つ上下動自在な連結プレートを有し、躯体側固定具は連結プレートに
当接する連結プレート当接面を有し、連結プレートと躯体側固定具の連結プレート当接面
とを接着固定してあることを特徴とする開口建材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、躯体開口部に取り付ける開口建材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、枠と躯体との締結に溶接を用いることが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－１３３７０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、溶接による締結は、火花の飛散による火災の危険性や資材の損傷があることや
、専門の溶接技術が必要となることから、溶接によらない締結方法が求められていた。
【０００５】
　そこで、本発明は、溶接することなく躯体と枠を固定できる開口建具の提供を目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の発明は、枠に固定した枠側固定具と、躯体に固定した躯体側固定具を
備え、枠側固定具は垂直軸回りに回動自在で且つ上下動自在な連結プレートを有し、躯体
側固定具は連結プレートに当接する連結プレート当接面を有し、連結プレートと躯体側固
定具の連結プレート当接面とを接着固定してあることを特徴とする開口建材である。
【発明の効果】
【０００７】
　請求項１に記載の発明によれば、枠側固定具の連結プレートは垂直軸回りを回動自在で
且つ上下動自在であるから、躯体表面が傾斜している等の施工条件に応じて最適な位置に
調整して枠側固定具を躯体側固定具に接着固定できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図４に示す本実施の形態にかかる開口建材において、躯体と右縦枠との固定部分
を室内側から見た正面図であり、（ａ）は連結材を躯体側固定具及び枠側固定具に載置す
る前の状態を示し、（ｂ）は連結材を躯体側固定具及び枠側固定具に載置して接着固定し
た状態を示す図である。
【図２】図４に示す本実施の形態にかかる開口建材において、躯体と上枠との固定部分を
室内側から見た正面図であり、（ａ）は連結材を躯体側固定具及び枠側固定具に載置する
前の状態を示し、（ｂ）は連結材を躯体側固定具及び枠側固定具に載置して接着固定した
状態を示す図である。
【図３】図４に示す本実施の形態にかかる開口建材において、躯体と下枠との固定部分を
室内側から見た正面図であり、（ａ）は躯体側固定具と枠側固定具を接着固定する前の状
態を示し、（ｂ）は躯体側固定具と枠側固定具を接着固定した状態を示す図であり、（ｃ
）は躯体側固定具の取り付け位置を変えた一例を示す図であり、抜き出して示すＦ部は（
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ｂ）におけるＦ－Ｆ断面である。
【図４】本発明の実施の形態にかかる開口建材であって、サッシを躯体に取り付けた状態
を室内側から見た正面図であり、抜き出して示すＡ部はサッシの仮固定部分の拡大図、Ｂ
部は仮固定部分のＢ－Ｂ断面図である。
【図５】図４に示す開口建材において、躯体と枠との間にモルタルを充填した状態を示す
縦断面である。
【図６】図４に示す開口建材において、躯体と枠との間にモルタルを充填した状態を示す
横断面である。
【図７】躯体と下枠との固定部分の他の実施の形態であって、躯体と下枠との固定部分を
室内側から見た正面図であり、抜き出して示すＣ部はＣ－Ｃ断面図、Ｅ部はＥ－Ｅ断面図
である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に、添付図面の図１～図６を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
　図４に示すように、本発明の実施の形態にかかる開口建材１は、躯体開口部２に取り付
けたサッシであり、サッシの枠３は左右の縦枠３ａ、３ａと、上枠３ｂと、下枠３ｃを枠
組みしてあり、枠３内には、引き違い障子５が設けてある。尚、図４に示す開口建材１で
は、枠３と躯体６との間にモルタルを充填する前の状態を示している。　
　左右の各縦枠３ａと対向する躯体縦面（躯体）６ａとは、各々縦固定部７により固定し
てあり、上枠３ｂと躯体上面（躯体）６ｂとは上固定部９により固定してあり、下枠３ｃ
と躯体下面（躯体）６ｃとは下固定部１１により固定してある。　
　図４に符号Ａ及びＢで抜き出して示すように、各縦固定部７、上固定部９及び下固定部
１１により、枠３と躯体６とを固定する前に、枠３は、その四周において所定の箇所で楔
１０により躯体６に対して仮固定してある。　
　以下に左右の縦固定部７、上固定部９及び下固定部１１について各々説明するが、左右
の各縦固定部７は左右で同じ構成であるから、右縦枠３ａの縦固定部７について説明する
。　
【００１０】
　図１（ａ）（ｂ）に示すように、縦枠（枠）３ａと躯体縦面（躯体）６ａを固定した縦
固定部７は、躯体縦面６ａに固定した躯体縦面側固定具（躯体側固定具）１３と、縦枠３
ａに固定した縦枠側固定具（枠側固定具）１５と、縦連結材（連結材）１７とを備えてい
る。各躯体縦面側固定具１３、縦枠側固定具１５及び縦連結材１７はスチール製である。
　縦連結材１７はアングル材であり、互いに角度Ｒを形成する一の下面１９と他の下面２
１を有し、各下面１９及び２１には、接着剤２３が塗布してある。この実施の形態では、
縦連結材１７の一の下面１９の巾Ｌ１と他の下面２１の巾Ｌ２とは略同じ寸法としてある
。接着剤２３は、構造用接着剤であり、例えば、二液性アクリル系接着剤や二液性エポキ
シ系接着剤が用いられる。　
　躯体縦面側固定具１３は、躯体縦面６ａに固定する固定部１３ａと、固定部１３ａから
連続して躯体縦面６ａから下方ほど離れるように傾斜した傾斜部１３ｂとを有し、傾斜部
１３ｂの上面２５が縦連結材１７の一の下面１９との当接面としてある。固定部１３ａは
アンカーネジ２７で躯体縦面６ａに固定してある。　
　図６に示すように、縦枠側固定具１５は、縦枠３ａの外周面に当接するベース１５ａと
、縦枠３ａの被係止部２９に係止する係止部１５ｂと、図１に示すように、ベース１５ａ
から斜め下方に傾斜した傾斜部１５ｃとを有し、傾斜部１５ｃの上面３３が、縦連結材１
７の他の下面２１との当接面としてある。　
　図１（ｂ）に示すように、躯体縦面側固定具１３の傾斜部１３ｂの先端と縦枠側固定具
１５の傾斜部１５ｃとの間には隙間ｄが形成してあり、隙間ｄには縦連結材１７のコーナ
ー部１７ａが配置してある。　
【００１１】
　次に、上固定部９について説明する。図２（ａ）（ｂ）に示すように、上枠３ｂと躯体
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上面（躯体）６ｂを固定した上固定部９は、躯体上面６ｂに固定した躯体上面側固定具（
躯体側固定具）３５と、上枠（枠）３ｂに固定した上枠側固定具（枠側固定具）３７と、
上連結材３９とを備えている。各躯体上面側固定具３５、上枠側固定具３７、上連結材３
９はスチール製である。　
　上連結材３９はアングル材であり、互いに角度Ｒを形成する一の下面１９と他の下面２
１を有し、各下面１９及び２１には、接着剤２３が塗布してある。上連結材３９の一の下
面１９の巾Ｌ１は他の下面２１の巾Ｌ２よりも長くしてある。接着剤２３は、縦固定部７
と同様に構造用接着剤である。　
　躯体上面側固定具３５は、躯体上面６ｂに固定する固定部３５ａと、固定部３５ａから
連続して躯体上面６ｂから下方ほど離れるように傾斜した傾斜部３５ｂとを有し、傾斜部
３５ｂの上面４１が上連結材３９の一の下面１９との当接面としてある。固定部３５ａは
アンカーネジ２７で躯体上面６ｂに固定してある。　
　図５に示すように、上枠側固定具３７は、上枠３ｂの外周面に当接するベース３７ａと
、上枠３ｂの被係止部２９に係止する係止部３７ｂと、図２に示すように、ベース３７ａ
から斜め上方に傾斜した傾斜部３７ｃとを有し、傾斜部３７ｃの上面４３が、上連結材３
９の他の下面２１との当接面としてある。　
　図２（ｂ）に示すように、上固定部９では、躯体上面側固定具３５の傾斜部３５ｂの先
端と上枠側固定具３７の傾斜部３７ｃの基端部との間に隙間ｄを形成してあり、この隙間
ｄに対応して、上連結材３９の一の下面１９に塗布する接着剤２３は、躯体上面側固定具
３５の上面４１に重なる領域にのみ塗布してある。　
【００１２】
　次に、下固定部１１について説明する。図３（ｂ）に示すように、下固定部１１は、下
枠３ｃに固定した下枠側固定具４７と、躯体下面６ｃに固定した躯体下面側固定具４９を
備えている。　
　図５に示すように、下枠側固定具４７は、下枠３ｃの下面に設けてある被係止部５１に
係止する係止部５３を有する本体５５と、図３（ｂ）に示すように、本体５５に係合する
軸部材５７と、軸部材５７に係合する連結プレート５９とを備えている。図５に示すよう
に、本体５５は縦断面が上側を開口したコ字形状を成しており、コ字の下壁５５ａには雌
ネジ孔５６が形成してある。　
　図３（ｂ）に示すように、軸部材５７には雄ネジが形成してあり、本体５５の下壁５５
ａに形成された雌ネジ孔５６に螺合して進退自在としてある。　
　連結プレート５９は、軸部材５７に挿通する水平壁部５９ａと、軸部材５７の軸方向に
沿って設けた垂直壁部５９ｂとを有し、水平壁部５９ａと垂直壁部５９ｂとで縦断面が略
Ｌ字形状を成している。　
　躯体下面側固定具４９は、躯体下面に配置する本体６１と、本体６１を躯体に固定する
固定部材６３と、下連結材６５とを備えている。躯体下面側固定具４９の本体６１はプレ
ートであり、軸部材５７の下端が当接する受け部６１ａと、固定部材６３により躯体下面
６ｃに固定される被固定部６１ｂとが設けてある。　
　固定部材６３は、アンカーネジ２７と、荷重受け部材６９とを有し、アンカーネジ２７
は荷重受け部材６９に螺合して本体６１の被固定部６１ｂを躯体下面６ｃに固定している
。　
　荷重受け部材６９は円柱状の本体部６９ａと本体部６９ａの上部に形成した鍔部６９ｂ
が一体に形成してあり、鍔部６９ｂの外径は本体部６９ａよりも大きく形成してある。鍔
部６９ｂの下面は面内方向荷重受け面６８であり、図３（ｂ）に符号Ｆで抜き出して示す
ように、本体部６９ａの周面は見込方向荷重受け面７０である。　
　下連結材６５は、断面略Ｌ字形状を成し、Ｌ字の外側の一面６５ａと他面６５ｂとに各
々接着剤２３が塗布してあり、一面６５ａを連結プレート５９の垂直壁部５９ｂに当接し
た連結プレート当接面としてあり、連結プレート当接面６５ａは接着剤２３で連結プレー
ト５９の垂直壁部５９ｂに固定してあり、他面６５ｂを躯体下面側固定具４９の本体６１
に接着して固定してある。　
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【００１３】
　次に、開口建材１の施工方法について説明する。　
　図４に示すように、躯体開口部２において、躯体縦面６ａに躯体縦面側固定具１３をア
ンカーネジ２７で固定し（図１（ａ）参照）、躯体上面６ｂに躯体上面側固定具３５をア
ンカーネジ２７で固定し（図２（ａ）参照）、躯体下面６ｃに躯体下面側固定具４９を荷
重受け部材６９と共にアンカーネジ２７で固定する（図３（ａ）参照）。　
　躯体開口部２の内周側にサッシを枠３と共に配置して、枠３の四周において躯体６との
間を楔１０で仮固定する。　
　次に、縦固定部７、上固定部９、下固定部１１を各々施工するが、これらの固定部の順
序はいずれから施工するものでも良いが、まず縦固定部７について説明する。　
【００１４】
　縦固定部７の施工は、図６に示すように、まず、縦枠３ａの被係止部２９に縦枠側固定
具１５の係止部１５ｂを係止して縦枠側固定具１５を取り付けるが、図１（ａ）に示すよ
うに、縦枠側固定具１５は、その傾斜部１５ｃが躯体縦面側固定具１３の傾斜部１３ｂと
隙間ｄを挟んで略Ｖ字を形成するようにして取り付ける。次に、縦連結材１７の一の下面
１９と他の下面２１とに接着剤２３を塗布した後、図１（ｂ）に示すように、一の下面１
９を躯体縦面側固定具１３の上面２５に重ね、他の下面２１を縦枠側固定具１５の上面３
３に重ねるように、縦連結材１７を躯体縦面側固定具の上面２５と縦枠側固定具１５の上
面３３との間に載置して、そのまま縦連結材１７の自重で縦連結材１７の一の下面１９と
躯体縦面側固定具１３の上面２５、縦連結材１７の他の下面２１と縦枠側固定具１５の上
面３３を接着剤２３を介して圧着した状態を所定時間保持することで、接着固定する。　
【００１５】
　上固定部９の施工は、図５に示すように、上枠３ｂの被係止部２９に上枠側固定具３７
の係止部３７ｂを係止して上枠側固定具３７を取り付けるが、図２（ａ）に示すように、
上枠側固定具３７は、その傾斜部３７ｃが躯体上面側固定具３５の傾斜部３５ｂと隙間ｄ
を挟んで略Ｖ字を形成するようにして取り付ける。次に、上連結材３９の一の下面１９と
他の下面２１とに接着剤２３を塗布した後、図２（ｂ）に示すように、一の下面１９を躯
体上面側固定具３５の上面４１に重ね、他の下面２１を上枠側固定具３７の上面４３に重
ねるように、上連結材３９を躯体上面側固定具３５の上面４１と上枠側固定具３７の上面
４３との間に載置して、そのまま上連結材３９の自重で上連結材３９の一の下面１９と躯
体上面側固定具３５の上面４１、上連結材３９の他の下面２１と上枠側固定具３７の上面
４３を圧着した状態を所定時間保持することで、接着固定する。　
【００１６】
　下固定部１１の施工は、図５に示すように、下枠側固定具４７の本体５５を、その係止
部５３を下枠３ｃの被係止部５１に係止して下枠３ｃに取り付ける。次に、図３（ａ）に
示すように、下枠側固定具４７の本体５５において、下壁５５ａの雌ネジ孔５６に連結プ
レート５９の水平壁部５９ａを挿通した軸部材５７を螺合して軸部材５７を垂直軸方向に
移動して位置を調整し、軸部材５７の下端を躯体下面側固定具４９の本体６１の受け部６
１ａに当接させる。その後、下連結材６５の一面６５ａと他面６５ｂとに各々接着剤２３
を塗布して、一面６５ａを連結プレート５９の垂直壁部５９ｂに重ね、他面６５ｂを躯体
下面側固定具４９の本体６１に重ねて、その状態を所定時間保持することで、接着固定す
る。　
　そして、各縦固定部７、上固定部９及び下固定部１１を施工した後、各仮止めの楔１０
を外し、図５及び図６に示すように、躯体６と枠３との間にモルタルを充填する。　
【００１７】
　次に、本実施の形態にかかる開口建材１の作用及び効果について説明する。　
　図１に示すように、開口建材１において、縦固定部７では、縦連結材（連結材）１７を
躯体縦面側固定具（躯体側固定具）１３及び縦枠側固定具（枠側固定具）１５間に接着剤
２３を介して載置するだけで、躯体縦面６ａと縦枠（枠）３ａを接着固定できる。即ち、
接着剤２３が硬化するまで、縦連結材を躯体縦面側固定具（躯体側固定具）１３及び縦枠
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側固定具（枠側固定具）１５に押さえ続けることなく、手を放すことができる。　
　縦連結材１７は、その自重で、躯体縦面側固定具１３の上面２５と縦連結材１７の一の
下面１９との間及び縦枠側固定具１５の上面３３と縦連結材１７の他の下面２１との間を
接着剤２３介して圧するから、接着強度を高めることができる。　
　縦連結材１７は一の下面１９の巾Ｌ１と他の下面２１の巾Ｌ２や、躯体縦面側固定具１
３の上面２５の巾、縦枠側固定具１５の上面３３の巾を変えることにより、枠の大きさや
、縦枠３ａと躯体縦面６ａとの間隔等の施工条件に応じて容易に対応できる。　
　図１（ｂ）に示すように、躯体縦面側固定具１３の傾斜部１３ｂの先端と縦枠側固定具
１５の傾斜部１５ｃとの間には隙間ｄが形成してあり、隙間ｄには縦連結材１７のコーナ
ー部１７ａが配置することで、縦連結材１７の一の下面１９と躯体縦面側固定具１３の上
面２５、他の下面２１と縦枠側固定具１５の上面３３とを確実に密着できる。　
　躯体縦面側固定具１３は、アンカーネジ２７で躯体縦面６ａに固定してあり、縦連結材
１７を介して縦枠側固定具１５に接着固定しているので、躯体縦面６ａが雨等で濡れてい
ても施工できる。　
【００１８】
　同様に、図２に示すように、上固定部９においても、上連結材（連結材）３９を躯体上
面側固定具（躯体側固定具）３５及び上枠側固定具（枠側固定具）３７間に接着剤２３を
介して載置するだけで、躯体上面６ｂと上枠（枠）３ｂを接着固定できる。　
　また、上連結材３９は、その自重で、躯体上面側固定具３５の上面４１と上連結材３９
の一の下面１９との間及び上枠側固定具３７の上面４３と上連結材３９の他の下面２１と
の間を接着剤２３介して圧するから、接着強度を高めることができる。　
　上連結材３９も、一の下面１９の巾Ｌ１と他の下面２１の巾Ｌ２や、躯体上面側固定具
３５の上面４１の巾、上枠側固定具３７の上面４３の巾を変えることにより、枠の大きさ
や、上枠３ｂと躯体上面６ｂとの間隔等の施工条件に応じて容易に対応できる。　
　躯体上面側固定具３５は、アンカーネジ２７で躯体上面６ｂに固定してあり、上連結材
３９を介して上枠側固定具３７に接着固定しているので、躯体上面６ｂが雨等で濡れてい
ても施工できる。　
【００１９】
　図３に示すように、下固定部１１では、下枠側固定具（枠側固定具）４７の連結プレー
ト５９は垂直軸回りを回動自在で且つ上下動自在であるから、図５に示すように躯体下面
６ｃが傾斜（傾斜角度Ｔ）している等の施工条件に応じて、傾斜方向と直交する位置に固
定部材６３を固定する等の最適な位置に調整して、下枠側固定具４７を躯体下面側固定具
（躯体側固定具）４９に接着固定できる。この場合、図５に示すように、躯体下面側固定
具４９の本体６１を躯体下面６ｃの傾斜に沿って設けると共に下連結材６５の他の面６５
ｂも躯体下面６ｃの傾斜に沿って接着固定する。　
　また、図３（ｃ）に示すように、躯体下面側固定具４９を躯体下面の状態に応じて図３
（ｂ）の取り付け位置とは１８０度異なる位置で固定したり、３６０度の任意の位置に変
えて固定できる。　
　躯体下面側固定具４９は、別体の下連結材６５を有する構成であるから、下連結材６５
を施工条件に応じて任意に取り付け位置を変えたりずらしたりして、最適な位置で連結プ
レート５９の垂直壁部５９ｂに接着固定することができる。　
　下枠側固定具４７には軸部材５７を設けており、軸部材５７で枠３及び障子５（サッシ
）の自重を受けつつ下枠側固定具４７と躯体下面側固定具４９を強固に接着固定できる。
　図３（ｂ）に示すように、躯体下面側固定具４９は、見込方向の荷重受け面７０を有し
ているので、図５に示すようにモルタルを充填した状態では、枠３に風圧がかかった時に
、枠３が見込方向の力を受けて躯体６からずれたり、外れるのを防止できる。　
　同様に、躯体下面側固定具４９は、面内方向の荷重受け面６８を有しているので、図５
に示すようにモルタルを充填した状態では、枠３に風圧がかかった時に、枠３が面内方向
の力を受けて躯体６からずれたり、外れるのを防止できる。　
　躯体下面側固定具４９は、アンカーネジ２７で躯体下面６ｃに固定してあり、連結プレ
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ート５９を介して下枠固定具４７に接着固定しているので、躯体下面６ｃが雨等で濡れて
いても施工できる。　
【００２０】
　以下に本発明の他の実施の形態について説明するが、以下に説明する実施の形態におい
て、上述した実施の形態と同一の作用効果を奏する部分には、同一の符号を付することに
よりその部分の詳細な説明を省略する。　
　図７に下固定部１１における他の実施の形態を示す。上述した実施の形態では、躯体下
面側固定具４９の躯体下面６ｃに載置する本体部６１と別体に荷重受け部材６９を設けて
、荷重受け部材６９をアンカーネジ２７で躯体下面６ｃに固定したが、この実施の形態で
は、躯体下面側固定具４９の本体６１には２つの荷重受け部７１、７３を一体に形成して
あり、躯体下面側固定具４９の本体６１は直接アンカーネジ２７で躯体下面６ｃに固定し
てある。　
　一方の荷重受け部７１は下枠３ｃ側へ立ち上がる立上がり部７５と立上がり部７５の下
枠側で見込方向の一方側に屈曲した一方の見込部７７が形成してあり、立上がり部７５と
一方の見込部７７とで断面略Ｌ字形状を形成している。　
　他方の荷重受け部７３は下枠３ｃ側へ立ち上がる立上がり部７５と立上がり部７５の下
枠側で見込方向の他方側に屈曲した他方の見込部７９が形成してあり、立上がり部７５と
他方の見込部７９とで断面略Ｌ字形状を形成している。　
　図７に示す他の実施の形態では、図５に示すようにモルタルを充填した状態では、一方
及び他方の荷重受け部７１、７３の各立上がり部７５が見込方向の力を受ける見込方向荷
重受け面として作用し、一方の見込部７７と他方の見込部７９とが面内方向の荷重受け部
として作用する。　
　更に、図７に示す他の実施の形態によれば、上述した実施の形態における下固定部１１
と同様の作用効果を奏すると共に、荷重受け部７１、７３を躯体下面側固定具４９の本体
６１に一体に形成しているので、部品点数を少なくできる。　
【００２１】
　本発明は、上述した実施の形態に限らず、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々変形可
能である。　
　例えば、枠３は、サッシ枠のほかに、ドア枠、点検口枠等の他の枠であっても良い。　
　上固定部９は縦固定部７に換えて縦枠３ａと躯体縦面６ａとの間に用いたり、下固定部
１１に換えて下枠３ｃと躯体下面６ｃとの間に用いても良いし、同様に、縦固定部７を上
固定部９に換えて上枠３と躯体上面６ｂとの間に用いても良いし、下固定部１１に換えて
下枠３ｃと躯体下面６ｃとの間に用いても良い。また、下固定部１１を縦固定部７に換え
て縦枠３ａと躯体縦面６ａとの間に用いたり、上固定部９に換えて上枠３ｂと躯体上面６
ｂとの間に用いても良い。　
　縦連結材１７及び上連結材３９は、一の下面の巾Ｌ１や、他の下面の巾Ｌ２が異なる長
さであっても良いし、各巾Ｌ１、Ｌ２は物件に応じて種々変形可能である。また、各連結
材１７、３９の一の下面１９及び他の下面２１は平面に限らず、湾曲面であっても良く、
この場合には躯体縦面側固定具１３の上面２５、縦枠側固定具１５の上面３３、躯体上面
側固定具３５の上面４１、上枠側固定具３７の上面４３は、一の下面１９及び他の下面２
１の湾曲面に重なる湾曲面とする。　
　図１（ｂ）に示すように、躯体縦面側固定具１３の傾斜部１３ｂの先端と、縦枠側固定
具１５の傾斜部１５ｃの先端との間には、隙間ｄを形成することに限らず、隙間ｄは無く
ても良いし、躯体縦面側固定具１３の傾斜部１３ｂの上面２５に縦枠側固定具１５の傾斜
部１５ｃの先端が対向して位置するものであっても良いし、縦枠側固定具１５の傾斜部１
５ｃの上面３３に躯体縦面側固定具１３の傾斜部１３ｂの先端が対向して位置するもので
あっても良い。　
　開口建材１を施工するときには、障子５を取り付けた枠３を仮固定して施工しても良い
し、枠３のみを仮固定して施工後に障子５を枠３に取り付けても良い。　
　躯体下面側固定具４９には、下連結材（連結材）６５を別体に設けたが、これに限らず
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一体の構成としても良い。また、下連結材６５は固定部材６３に突き当てて設けることに
限らず固定部材６３から離れて配置しても良い。　
【符号の説明】
【００２２】
　１　　開口建材
　３ｃ　下枠（枠）
　６ｃ　躯体下面（躯体）
　４７　下枠側固定具（枠側固定具）
　４９　躯体下面側固定具（躯体側固定具）
　５９　連結プレート
　６５ａ　連結プレート当接面
　２３　接着剤

【図１】 【図２】
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